
様式第 2号

事業計画書

1 管理運営についての基本方針等

(1)施設の管理運営についての基本方針を提示してください。

当該施設を管理運営するにあたり、日々業務において法令および市条例等を遵守し、公平

で適正な施設の管理運営をめざすとともに、豊かな自然と歴史を活かし、市民の憩いの場・

交流の場としての利活用を促進することで、地域に潜在する「市民力」を活かした地域の活

性化を図り、さらに市民の地域づくり活動を支援するための北部地域の拠υ点施設として、協

働社会の推進に向け、コミュニティー活動を次世代に糸匹承していくことを基本方針としま

す。

(2)指定管理者を希望する理由。目的を提示してください。

平成 25年度から3年間、当該施設の指定管理者として適切な施設管理に努め、施設利用

の促進を図り、戦国大河ふるさと博・官兵衛博覧会の地域の調整及び支援など、多様な業務

の運営を展開してきたことで、地域内外に対し効果的に施設の知名度の向上に貢献してきま

した。

こうした経験を踏まえ、市民による地域づくり活動を支援することによつて、地域と行政

が一体となった地域コミュニティの醸成に寄与し、北部地域の元気の創造を促すとともに、

これまで培つた「おもてなし」のノウハウをもつて、市民や来場者にとつて利用しやすい施

設運営につなげていきます。

さらに、当協議会が市の移住・定住業務を受託したことで、今後、市北部の広域的視点に

立った取り組み等を展開できるものと確信しており、「きのもと交遊館」を、地元の貸館施

設とするだけでなく、広く北部地域の地域づくりや協働推進の拠点としての役割を担えるよ

うな事業運営をめざし、指定管理を希望いたします。
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2 組織体制 口職員配置等

(1)管理運営の組織体制を提示してください。

(2)管理運営に係る職員配置を提示してください。

(3)人材育成の考え方や職員の研修計画等を提示してください。

。事務局職員は、当該施設の柔軟な活用及び適切な管理運営にあたるべく、法令・条例等を

熟知し、コンプライアンスの遵守に努めます。

・防犯訓練やAED使 用訓練等に参加するとともに、甲種防火管理者を育成します。
・有事に備え連携を図るべく、地元の防災訓練に参加します。

・情報発信の手段として、SNSを活用できるよう当該研修・教室へ参加 し、職員スキルの

向上に努めます。

・地域の福祉や人権等に係る学習会へも積極的に参加します。

・カフェ (喫茶)の運営にあたり、食品衛生と安全管理の徹底のため、食品衛生管理者講習

を受講します。

・コミュニティー活動の推進のための研修会の開催とともに、職員も受講することで地域づ

くり協議会等への支援に努めます。

会  長

副会長

監 事

運営委員

事務局職員

役職 担当業務内容 資格 日能力等 雇用形態 勤務形態

総括責任者・会計主任 甲種防火管理者 常 勤
8: 30-22 :00

(内 7h45min)

管理運営補助 非常動 9100-16 :00
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3 利用促進等

(1)施設の利用促進に向けた具体的な取組 (施設の特色を活かした自主事業の展開を含む。)及び達成目標

を提示してください。

・登録有形文化財施設としての「きのもと交遊館」の特性を活かすべく、歴史や地域文化に係

る資料等の展示を行うことで、湖北の魅力を発信します。その方法として、1階ロビーを「北

国街道きのもと宿まちなか体憩所」として、市民や来場者に開放します。そこでは、写真、

文献、ビデオ、イベントチラシ等を活用しながら、当協議会委員や職員との交流による
「お

もてなし」を行い、湖北地域の特色や情報の発信を行います。

・ 1階ロビーの喫茶コーナーにおいては、地域の郷上料理研究グループや市民グループ活動に

よる利用を促し、地域特産品の開発やイベント時等でのおもてなしを支援します。休日等の

来場者の多い時期は、「交遊館カフェ」を開設し、市民や来場者の「憩いの場」となるよう

努めます。

・市が主催する事業や地域行事、および市民が自主的に行なうサークル活動等については、
「市

民力」を活かした協働社会を推進する観点から、北都地域の拠点施設としての役割を果たす

ため、積極的に支援します。

・ 2階の学習室・資料閲覧室においては、地域の高校の補習会場や小学校 。中学校の地域探訪

研修等の教育の場としての活用も促進します。

・施設全体を使った、地元高校の文化発表の場や、NPO法人等の事業活動の利用を促進しま

す。

・各種研修会やイベント、セミナー等の催しにあつては、管理運営方針を踏まえ、地域のニー

ズに合った利用については積極的に受け入れます。

【達成目標】

年度 利用者数 積算根拠

28年度 6,500
ホール 400h・ 学習室・資料閲覧室 500h

ロビー等 2,000h

29年度 7,000
ホール 450h・ 学習室・資料閲覧室 540h

ロビー等 2,000h

30年度 8,000
ホール 500h・ 学習室・資料閲覧室 600h

ロビー等 2,000h
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(2)地域・関係機関・ボランティア等との連携についての考え方や方策を提示してください。

・木之本宿活性化推進協議会・北国街道木之本宿景観形成重点区域協議会・イベント実施す

る実行委員会、地域の活動を行う市民グループ等の会議にも可能な限り参画し、幅広いコ

ミュニティ活動による交流と連携を図ります。

・地域の特性である自然・景観・歴史。町並み等について、次代に伝えられるよう、地域の

学校等と連携を密にして、体験学習会や文化発表会の実施を支援します。

・奥びわ湖観光ボランティアガイド協会の活動・研修の場としての利用を促進するとともに

木之本宿団体バスまちなか案内業務や奥びわ湖地域の各定点ガイ ドとの連携を強化しま

す。

・長浜北商工会・奥びわ湖観光協会の地場産の紹介や商店街の活性化イベント等及び奥びわ

湖地域をはじめ、長浜市全体の観光名所や観光イベント等の情報発進について、一層の連

携を図ります。

・協働社会の推進に向け地域に潜在する「市民力」を活かしたまちづくりの促進のため、市

及び市民活動団体との連携を密にします。

・地域の防犯・防火 。交通安全等の生活の安心安全のため、管内警察署及び消防署等と連携

し、啓発活動等に参画します。

(3)施設のPRや情報提供など広報活動についての効果的な取組を提示してください。

・市民や他地域からの来場者が増える週末。祝 日において、まちなかの散策に来られた方に

駐車場の開放や「まちなか休憩所」として利用していただき、地域の情報をチラン。マン

プ・ビデオ等を使つて紹介し、より深く「おもてなし」を行うために可能な限り、来場者

との交流を持ち、施設の利便性のPRや地域の特徴を発信します。
。「きのもと交遊館」を中心とした街なみマップを作成し、商店街のイチオシ商品、地元名

所・旧跡等の紹介を行います。

・「きのもと交遊館」のホームページを拡充すると共にともに、SNSの充実に努めます。
・市民によるまちづくり活動やコミュニティー醸成の取組みについて、「きのもと交遊館」

のホームページで取り上げて、積極的に広報します。
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4 サービス向上等

(1)利用者等からのニーズの把握方法を提示してください。

・多様化する利用者のニーズを把握するため、
「きのもと交遊館」利用者に施設の利便性、

利用料、スタッフの紺応等について、年 2回のアンケー ト調査を行います。

併せてイベント時の来場者に対しても、イベント内容や地域の感想等のアンケー ト調査を

実施します。

。その他、市民や来ナ場―者との交流・ふれあいのなかでの「一言」を日誌等に記録し、利便性

の向上や利用者のニーズヘの対応を図ります。                 .

(2)利用者等からの苦情等に対する対応について提示してください。

。苦情等については、常に例規等との整合を意識し、コンプライアンス遵守の下で、処理に

あたります。

。苦情等については、急を要するものは、原則として即時、現場において対応するものの、

その記録を運営委員会で報告し、再発の防止策を検討します。

・苦情・クレーム等についての、対応マニュアルを作成することで、危機管理の徹底に努め

ます。

・苦情等の情報は、スタッフが共有し、封応の均一化を図ります。

(3)その他サービスの質を維持・向上するための取組について提示してください。

・運営委員会を、定例で開催し、適正な施設管理について、委員の意見を聴取し、改善に反

映させます。

・施設利用者の使用に当たり、事前に可能な準備について、施設環境を整えておくことで、

当日利用の効率化を図ります。

・スタッフに限りのあることから、申し込みや問い合わせ等について、不在や不通とならな

いように勤務や作業等のスケジュ‐ル管理を徹底します。

・施設利用者からの相談、電話での問い合わせ等について、スタッフ全員がより質の高い対

応ができるよう、日々のミーティングなど事務局運営を充実させます。

・問題や課題については、運営委員会でも検討協議し、共通理解の下で解決に向けた取り組

みを早期に実践します。

・スタンフ~同が、常にサービスの向上をめざし、「おもてなし」もモットーに業務にあた

ります。
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5 施設の管理運営等

(1)施設の管理運営における経費節減のための取組について提示してください。

・館内の空調の温度設定の管理を徹底し、空調設備の点検・清掃に努めます。照明等は、蛍

光灯交換時にLEDへ切り替えを図り、消費電力の削減を図ります。
・事務室のパソコンやプリンターの事務機器について、可能な限り待機電力等を抑制するべ

く、こまめな電源管理に努めます。

・夏季においては、グリーンカーテンとなる植栽を取り入れ、室内温度の上昇を抑制するこ

とで、電カピーク時の節電に貢献します。

・コピー用紙は、可能なかぎり両面を利用し、事務経費の節減に努めます。

(2)利用料金の設定及び設定根拠について提示してください。

(利用料金の設定根拠 )

長浜市地域活性化施設条例に基づく。

(3)維持管理業務 (清掃・保守点検・警備等)の内容、方法、頻度等について提示してください。

。「きのもと交遊館」は開設後 10年を超えていることから、施設の維持管理における日々

の清掃及び保守点検については、より丁寧に、より細かに行うことで、施設の老朽化を防

ぎ、施設の環境美化と安心安全を維持することに努めます。

・休館日及び夜間においての施設警備は、警備会社に委託します。

・閉館時は、施錠、消灯、防火について、指差し呼称確認を徹底し、防犯・防火等に努めま

す。

・防火管理者を定め、防火管理選任届出及び消防計画を消防署に提出します。

・施設の消防設備の法定点検は、関係法令に従い年 2回実施します。

・日々 の点検により、修繕等の必要が生じた場合は、大規模修繕に至るまでに、早期の手当

てを講じます。

維持管理業務内容 。工程について   別紙のとおり

区分 単位 使用料 利用料金 (案 )

学習室 1時間 500円 500円

資料閲覧室 1時間 500円 500円

ホール 1時間 1,000円 1,000円
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6 その他

(1)利用者の個人情報を保護するための取組を提示してください。

。長浜市個人情報保護条例の規定を遵守し、個人情報の漏えい、滅失又はき損の防止の為、

PC等のロック機能の使用によるセキュリティ対策、事務所。ロッカーの施錠等を徹底し

盗難対策に努めます。

6業務遂行において知り得た情報については、守秘義務を遵守します。

・不要となった個人情報を記した書類は、シュレッダー処理した上で廃棄します。

・ネットなどによる情報流出防止のため、ウイルス対策ソフト等については常に更新し、最

新のセキュリティー環境を維持します。

(2)施設の管理運営における環境に配慮した取組を提示してください。

・コピー機の使用に当たり、両面使用を基本とし、用紙は再生用紙を使用します。

・ゴミの種類にあわせて、それぞれゴミ箱を設置し、資源のリサイクルの徹底に努めます。

・空調機器は省エネ運転を行い、夏季の冷房については、室温 28℃、冬季の暖房について

は20℃を保つように設定することで、クールビズ 。ウォームビズを実践します。

・夏季は、グリーンカーテンによつて冷房効果をアップさせるとともに、景観上も涼しい環

境を演出します。

・ 日々 、施設内外の美化に心がけ、まちなみの景観環境とのマッチングに努めます。

(3)防災、防犯その他緊急時 (災害・事故等)の対応及び危機管理体制について提示してください。

。危機管理業務においては、非常災害。事故等の緊急事態発生時に備える管理体制を整備し、

緊急連絡網を市に報告し、災害時の関係機関人の連絡等を速やかに遂行し、避難・救出等

を迅速に行います。定期的に避難、人命救助 (AED含む)、 初期消火訓練を実施します。
・地元自治会の開催する防火訓練、防災訓練には積極的に参加し、地域における防火、防災

および防犯の取組みとの連携を密にします。

(4)同様・類似の業務の実績等があれば、記入してください。

・特になし
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7 自由提案

その他施設の管理運営業務を効果的・効率的に推進していくために提案したいこと、貴団体の独自性やア

ピールしたいことがあれば、記入してください。

・K一 ZOHN運 営協議会は、地元の商業関係の2団体のほか、北部地域を広くエリアとす
る「長浜北商工会」および「奥びわ湖観光協会」の2団体が加わり、4団体で構成するも

ので、商工業や観光事業のノウハウなどをもつ組織であるため、単に施設管理の運営にと

どまらず、北部地域という枠組みのなかで、商工業・観光振興および地域振興という観点

での、事業を展開します。

きのもと交遊館の指定管理を機に、この施設を地域活性化の拠点施設のひとつとして、そ

れぞれの構成団体の持ち味を活かしながら、自主的に地域に即した事業を組み立て、実践

していくことで、北都地域の振興に大きく寄与することを目指します。

・地域の良さを学ぶことで、将来を担う子どもたちの定住意識の向上に貢献し、地域コミュ

ニティーの維持に繋げるため、地域の学校等と共に、歴史、自然、街なみ等の地域探訪の

学習会を、継続して企画・実施します。

・ホールを活用して開催される観光イベント等については、自主的に「まちなか休憩所」と

して「交遊館カフェ」を催し、観光客へのおもてなしを行います。

・施設利用の無い時期にあつては、地域の子どもたちの遊び場として開放し、子どもたちが

楽しく遊べるスペースを提供することで、各年代層に利用いただける親しみのある施設運

営を行います。

・地域のボランティア活動団体との連携を密にし、市民や来場者に対し、地域の歴史や文化

など様々な情報発信に努めます。

・市民のふれあいと交流の場として、1階ホールにて県域で活躍されている演奏家等による

「交遊館まちなかヨンサー ト」(仮称)を年に数回程度、企画 。開催します。
・商工会・観光協会が構成組織であることから、商工業者向けの経営講座や、市民向けの歴

史講座、また制度変更時の学習会 (例 :マイナンバー・消費増税・軽減税率)な どを企画・

開催します。
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別紙 1

施設維持管理業務業務計画書

施設維持管理業務についての取組方針

維持管理方法及び体制について課題の抽出及び改善を実施し、円滑な業務運営に努めます。

特に建物施設においては、防火担当者を設置し利用者の安全配慮に努めます。

作業項目 業 務 内   容 当初計画

建築物の

維持管理

外観点検
仕上げ材における浮き。ひび割れ 。はがれ、かび

の発生等の状況を確認

1回/月

落書き点検 施設内外における落書きの有無を確認 1回/週

防火対象物

定期点検

消防法第 8条の 2の 2の規定にもとづく定期点

検

2回/年

建築設備の

維持管理

自家用電気工作物

保安管理
自家用電気工作物の保守点検

1回/月

空調設備保守点検
吸収式冷温水機、冷却塔、冷温水ポンプ、それら

の自動制御機器の保守点検

6回/年

消防設備保守点検
自動火災報知設備・屋内外消火栓設備・非常用放

送設備等の外観点検・機能点検・総合J点検

2回/年

電灯設備点検 電灯設備の点検、電球等の交換 随時

備品等の

維持管理

備品の維持管理
備晶管理簿の管理

備品の維持管理

随時

消耗品の管理等 消耗品の購入・管理・補給・交換等 随時

清掃業務

施設内定期清掃

床面掃除機がけ l造時

床面ワックスがけ 1回/年

ガラス磨き上げ 1回/年

トイレの清掃

床面モップ拭き、便器・洗面台清掃、鏡磨き上げ

汚物処理、 トイレットペーパー・石鹸水補給
ドア拭き掃除

1回/日

玄関の清掃 玄関周辺の掃き掃除 1回/日

エントランス

の清掃

休憩所の床・ソファ・テーブルの清掃、

カウンターの清掃

随時

その他の施設内外

の清掃
その他の施設内外の清掃

随時

保安警備業

務

保安警備業務 開館時における事故・犯罪・災害の予防 随時

機械警備
閉館時における機械警備による事故・犯罪・災害

の予防

随時
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12月
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埼

8月

建翔

く

7月

i〉,委静

6月

挨 (

5月

定翔

4月

日 常 室 内 清 掃

日 常 トイレ清 掃

施 設 警 備

自 火 報 点 検

施 設 定 期 点 検

施 設 定 期 清 掃


